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汰
楯
に
洞
ら
す
こ
と
か
て
き
北
大
矢
端
生
命
和
学
研
究

る
。

院
の
篠
原
康
郎
特
任
教
授
と

同
大
病
院
で
は
２
０
１
４
同
大
腫
癖
病
理
学
分
野
の
田

年
３
月
に
陽
子
線
治
療
セ
中
伸
哉
教
授
ら
の
研
究
グ
ル

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
同
装
置
－
プ
は
、
多
段
階
が
ん
発
生

を
用
い
た
治
療
を
行
っ
て
い
説
に
基
づ
く
独
自
の
悪
性
グ

る
。
．
リ
オ
ー
マ
モ
デ
ル
細
胞
を
用

同
大
の
動
体
追
跡
照
射
蓑
い
、
が
ん
原
遺
伝
子
や
が
ん

術
は
、
腫
鰹
近
く
に
２
ｍ
の
抑
制
遺
伝
子
の
段
階
的
な
変

金
マ
ー
カ
ー
を
刺
入
し
、
ｚ
異
に
伴
っ
て
細
胞
の
霞
っ

方
向
か
ら
の
エ
ッ
ク
ス
線
透
き
」
が
変
わ
っ
て
い
く
よ
う

視
に
よ
っ
て
マ
ー
カ
ー
の
空
に
、
糖
鎖
発
現
が
ダ
イ
ナ
ミ

間
上
の
位
置
を
計
算
、
マ
ー
ッ
ク
に
変
動
す
る
様
子
を
検

鐙
薙
蕊
難
捧
蕊
催
允

順
訓
力
畠
…

保
有
す
る
動
体
追
跡
照
射
技

術
と
、
日
立
の
持
つ
ス
ポ
ッ

ト
ス
キ
ヤ
ニ
ン
グ
照
射
技
術

を
組
み
合
わ
せ
、
呼
吸
等
で

銭
ガ
側
園
誤
当
側
興
℃
指

悪性グリオーマ

マ
ー
カ
－
に
有
用
も

顕
変
動

罰
伯
ｖ
く
つ
力
郭
告
さ
調
て

い
る
が
、
変
動
が
ど
の
段
階

で
起
こ
り
、
ど
ん
な
因
果
関

係
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
分

か
っ
て
い
な
か
っ
た
。

⑩
研
究
で
は
、
田
中
教
授
ら

が
独
自
に
樹
立
し
た
グ
リ
オ

ー
マ
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
グ
レ
ー
ド
ー

ー
Ⅳ
を
模
倣
す
る
モ
デ
ル
細

胞
を
使
用
○

細
胞
表
面
の
抗
原
と
し
て

最
も
重
要
な
３
種
類
の
複
合

ク
リ
オ
ー
マ
α
瀧
錐
実
務
変

つ
い
て
、
篠
原
特
任
教
授
ら

が
確
立
し
た
独
自
の
網
羅
的

糖
鎖
発
現
解
析
法
で
解
析
を

行
っ
た
。

そ
の
結
軍
秀
グ
レ
ー
ド
ー

ー
Ⅳ
の
各
期
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
異
的
な
糖
鎖
の
発
現
変

動
が
検
出
さ
れ
、
が
ん
関
連

遺
伝
子
の
異
常
と
の
因
果
関

係
も
網
羅
的
に
抽
出
さ
れ

糖
質
糖
鎖
（
Ｎ
ｌ
結
合
型
糖

鎖
０
１
捨
豊
型
糖
鎧
ス

フ
ィ
ン
コ
輝
能
種
渥
蕊
琶
に

た
Ｉ
研
究
は
、
多
段
階
が
ん
発

生
説
に
基
づ
き
作
製
さ
れ
た

細
胞
を
用
い
、
主
要
な
複
合

糖
質
糖
鎖
の
発
現
を
包
括
的

に
解
析
し
た
初
め
て
の
例
と

な
り
、
グ
リ
オ
ー
マ
の
糖
鎖

関
連
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
候
補

の
大
規
模
抽
出
に
成
功
。
今

後
、
臨
床
検
体
を
用
い
て
悪

性
グ
リ
オ
ー
マ
の
バ
イ
オ
マ

ー
カ
ー
の
検
証
と
探
索
を
進

め
て
い
く
予
定
だ
。

研
究
は
、
文
部
科
学
省
。

先
端
融
〈
星
函
域
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
創
出
拠
点
形
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
補
助
金
に
よ
り
実
施
さ

れ
、
米
国
科
学
誌
「
勺
Ｆ
Ｏ
ｍ

Ｏ
ｚ
同
」
に
２
日
付
で
公

表
。


